
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

岡

山

県

保

健

所

使

用

料

額

の

一

部

改

正

保

健

福

祉

課

○

岡

山

県

精

神

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

使

用

料

額

の

健

康

推

進

課

担

当

課

（

室

）

一

部

改

正

目

次

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

【

規

則

】

【

人

事

委

員

会

】

○

岡

山

県

環

境

保

健

セ

ン

タ

ー

条

例

施

行

規

則

の

環

境

企

画

課

○

職

員

の

自

己

啓

発

等

休

業

に

関

す

る

規

則

の

一

人

事

委

員

会

一

部

を

改

正

す

る

規

則

部

を

改

正

す

る

規

則

○

岡

山

県

お

か

や

ま

旧

日

銀

ホ

ー

ル

条

例

施

行

規

文

化

振

興

課

○

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

及

び

休

暇

に

関

す

る

〃

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

岡

山

県

天

神

山

文

化

プ

ラ

ザ

条

例

施

行

規

則

の

〃

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

岡

山

武

道

館

の

器

具

及

び

設

備

の

利

用

料

金

に

ス

ポ

ー

ツ

振

興

課

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

岡

山

県

笠

岡

陸

上

競

技

場

条

例

施

行

規

則

の

一

〃

部

を

改

正

す

る

規

則

○

岡

山

県

家

畜

保

健

衛

生

所

条

例

施

行

規

則

の

一

畜

産

課

部

を

改

正

す

る

規

則

○

岡

山

県

県

営

土

地

改

良

事

業

分

担

金

徴

収

条

例

耕

地

課

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

岡

山

県

立

都

市

公

園

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

都

市

計

画

課

改

正

す

る

規

則

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

【

告

示

】

○

工

作

物

の

設

置

を

目

的

と

し

て

土

地

を

使

用

す

財

産

活

用

課

る

場

合

の

使

用

料

の

額

の

一

部

改

正

岡

山

県

公

報

平成３１年３月２２日 号 外



◎
岡
山
県
規
則
第
八
号

岡
山
県
環
境
保
健
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
環
境
保
健
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
環
境
保
健
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
岡
山
県
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。「

」

「

」

、
「

、

」

「

、

」

、

別
表
第
一
号

中

八
〇
〇

を

八
一
〇

に

一

九
三
〇

を

一

九
六
〇

に
改
め

（一）

「

、

」

「

、

」

、「

、

」

「

、

」

、「

、

同
号

中

一

〇
一
〇

を

一

〇
二
〇

に

一

九
二
〇

を

一

九
五
〇

に

三

（二）

一
八
〇
」
を
「
三
、
二
三
〇
」
に

「
三
、
八
一
〇
」
を
「
三
、
八
八
〇
」
に

「
九
、
五
一
〇
」
を

、

、

「
九
、
六
八
〇
」
に
改
め
、
同
号

中
「
二
、
九
九
〇
」
を
「
三
、
〇
四
〇
」
に
改
め
、
同
号

イ
中

（三）

（四）

「

、

」

「

、

」

、

「

、

」

「

、

」

七

七
五
〇

を

七

八
九
〇

に
改
め

同

ロ
中

三
九

四
一
〇

を

四
〇

一
三
〇

（四）

に
改
め

同
表
第
二
号

イ
中

に
よ
る

を

の
規
定
に
よ
る

に

二
二
一

七
四
〇

を

二

、

「

」

「

」

、「

、

」

「

（一）

、

」

、

「

、

」

「

、

」

、
「

、

」

二
五

八
四
〇

に
改
め

同

ロ

中

一

〇
四
〇

を

一

〇
五
〇

に

一

六
七
〇

（一）

（イ）

を
「
一
、
七
〇
〇
」
に

「
二
、
五
二
〇
」
を
「
二
、
五
六
〇
」
に

「
二
、
八
四
〇
」
を
「
二
、
八

、

、

九
〇
」
に
改
め
、
同
ロ

中
「
六
二
〇
」
を
「
六
三
〇
」
に
改
め
、
同
号

イ
中
「
一
、
〇
三
〇
」
を

（ロ）

（二）

「
一
、
〇
四
〇
」
に

「
一
、
六
八
〇
」
を
「
一
、
七
一
〇
」
に

「
二
、
五
九
〇
」
を
「
二
、
六
三

、

、

〇
」
に

「
三
、
八
一
〇
」
を
「
三
、
八
八
〇
」
に
改
め
、
同

ロ
中
「
一
、
三
一
〇
」
を
「
一
、
三

、

（二）

三
〇
」
に
改
め
、
同
号

中
「
八
四
〇
」
を
「
八
五
〇
」
に

「
一
、
二
三
〇
」
を
「
一
、
二
五
〇
」

、

（三）

に
改
め
、
同
号

中
「
二
二
、
七
八
〇
」
を
「
二
三
、
二
〇
〇
」
に
改
め
、
同
号

イ
中
「
四
、
七
二

（四）

（五）

〇
」
を
「
四
、
八
〇
〇
」
に

「
九
、
三
三
〇
」
を
「
九
、
五
〇
〇
」
に

「
三
一
、
四
一
〇
」
を
「
三

、

、

一
、
九
九
〇
」
に
改
め
、
同

ロ
中
「
一
、
六
九
〇
」
を
「
一
、
七
二
〇
」
に

「
六
七
〇
」
を
「
六

、

（五）

八
〇
」
に
改
め
、
同
表
第
三
号
中
「
七
九
〇
」
を
「
八
〇
〇
」
に

「
四
、
〇
六
〇
」
を
「
四
、
一
三

、

」

、

「

」

「

」

、
「

、

」

「

、

」

〇

に
改
め

同
表
第
四
号
中

九
〇
〇

を

九
一
〇

に

二

七
六
〇

を

二

八
一
〇

に
改
め
、
同
表
第
五
号

中
「
一
、
七
七
〇
」
を
「
一
、
八
〇
〇
」
に

「
三
、
四
八
〇
」
を
「
三
、

、

（一）

」

、
「

、

」

「

、

」

、

「

、

」

「

、

五
四
〇

に

五

一
八
〇

を

五

二
七
〇

に
改
め

同
号

中

七

七
三
〇

を

七

（二）

「

「

八
七
〇
」
に
改
め
、
同
表
第
六
号
中

八
四
〇

を

八
五
〇

に
、

」

」

「
一
、
八
四
〇
」
を
「
一
、
八
七
〇
」
に

「
三
、
六
〇
〇
」
を
「
三
、
六
六
〇
」
に
改
め
、
同
表
第

、
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七
号

中
「
八
六
〇
」
を
「
八
七
〇
」
に

「
二
、
四
六
〇
」
を
「
二
、
五
〇
〇
」
に

「
四
、
三
七

、

、

（一）

〇
」
を
「
四
、
四
五
〇
」
に

「
四
、
七
三
〇
」
を
「
四
、
八
一
〇
」
に
改
め
、
同
号

イ
中
「
八
、

、

（二）

」

「

、

」

、

「

、

」

「

、

」

、「

、

三
一
〇

を

八

四
六
〇

に
改
め

同

ロ

中

一

八
四
〇

を

一

八
七
〇

に

二

（二）

（イ）

」

「

、

」

、

「

、

」

「

、

」

、
「

、

五
八
〇

を

二

六
二
〇

に
改
め

同
ロ

中

一

七
七
〇

を

一

八
〇
〇

に

二

（ロ）

九
三
〇
」
を
「
二
、
九
八
〇
」
に

「
七
、
五
四
〇
」
を
「
七
、
六
七
〇
」
に
改
め
、
同
号

中
「
九

、

（三）

〇
〇
」
を
「
九
一
〇
」
に

「
三
、
〇
四
〇
」
を
「
三
、
〇
九
〇
」
に

「
四
、
六
〇
〇
」
を
「
四
、

、

、

」

、
「

、

」

「

、

」

、

「

、

」

「

、

六
八
〇

に

五

一
〇
〇

を

五

一
九
〇

に
改
め

同
号

中

七

九
一
〇

を

八

（四）

〇
五
〇

に
改
め

同
号

中

五

八
二
〇

を

五

九
二
〇

に

二
四

八
八
〇

を

二

」

、

「

、

」

「

、

」

、
「

、

」

「

（五）

五
、
三
四
〇
」
に
改
め
、
同
号

中
「
八
一
〇
」
を
「
八
二
〇
」
に
改
め
、
同
表
第
八
号

中
「
三
、

（六）

（一）

八
七
〇
」
を
「
三
、
九
四
〇
」
に
改
め
、
同
号

中
「
一
〇
、
二
五
〇
」
を
「
一
〇
、
四
三
〇
」
に
改

（二）

、

「

」

「

」

、

「

、

」

「

、

め

同
表
第
九
号
中

一
・
〇
八

を

一
・
一

に
改
め

同
表
第
十
号
中

二

五
〇
〇

を

二

五
四
〇
」
に

「
五
、
二
二
〇
」
を
「
五
、
三
一
〇
」
に

「
五
、
六
四
〇
」
を
「
五
、
七
四
〇
」
に
、

、

、

「
四
二
、
八
二
〇
」
を
「
四
三
、
六
一
〇
」
に
改
め
、
同
表
第
十
一
号
中
「
一
八
、
一
三
〇
」
を
「
一

八
、
四
六
〇
」
に

「
二
四
、
一
七
〇
」
を
「
二
四
、
六
一
〇
」
に

「
二
九
、
二
六
〇
」
を
「
二
九
、

、

、

」

、
「

、

」

「

、

」

、

「

」

八
〇
〇

に

三
八

八
五
〇

を

三
九

五
六
〇

に
改
め

同
表
第
十
二
号
中

一
・
〇
八

を
「
一
・
一
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成３１年３月２２日　岡山県公報　号外



◎
岡
山
県
規
則
第
九
号

岡
山
県
お
か
や
ま
旧
日
銀
ホ
ー
ル
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
お
か
や
ま
旧
日
銀
ホ
ー
ル
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（

）

第
一
条

岡
山
県
お
か
や
ま
旧
日
銀
ホ
ー
ル
条
例
施
行
規
則

平
成
十
六
年
岡
山
県
規
則
第
六
十
八
号

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
ホ
ー
ル
の
項
中
「
二
、
〇
五
〇
円
」
を
「
二
、
〇
八
〇
円
」
に

「
八
二
〇
円
」
を
「
八
三

、

〇
円
」
に

「
一
、
七
四
〇
円
」
を
「
一
、
七
六
〇
円
」
に

「
六
一
〇
円
」
を
「
六
二
〇
円
」
に

、

、

改
め
る
。岡

山
県
お
か
や
ま
旧
日
銀
ホ
ー
ル
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条別

表
ホ
ー
ル
の
項
中
「
二
、
〇
八
〇
円
」
を
「
二
、
一
一
〇
円
」
に

「
八
三
〇
円
」
を
「
八
四

、

〇
円
」
に

「
三
、
七
〇
〇
円
」
を
「
三
、
七
六
〇
円
」
に

「
一
、
七
六
〇
円
」
を
「
一
、
七
九

、

、

〇
円
」
に

「
六
二
〇
円
」
を
「
六
三
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
芸
術
・
文
化
ワ
ー
ク
ル
ー
ム
の
項
中

、

「
一
、
一
三
〇
円
」
を
「
一
、
一
五
〇
円
」
に

「
八
二
〇
円
」
を
「
八
三
〇
円
」
に
改
め
る
。

、

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
同
年
十

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
規
則
第
十
号

岡
山
県
天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
岡
山
県
規
則
第
百
十
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
の
表
中
「
一
、
八
〇
〇
円
」
を
「
一
、
八
三
〇
円
」
に
、
「
一
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
、
〇

一
〇
円
」
に
、
「
一
、
四
〇
〇
円
」
を
「
一
、
四
二
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
規
則
第
十
一
号

岡
山
武
道
館
の
器
具
及
び
設
備
の
利
用
料
金
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
武
道
館
の
器
具
及
び
設
備
の
利
用
料
金
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
武
道
館
の
器
具
及
び
設
備
の
利
用
料
金
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
五
年
岡
山
県
規
則
第
九

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
の
表
演
台
の
項
中
「
八
五
〇
円
」
を
「
八
六
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
い
す
の
項
中

「
い

す
」
を
「
椅

子
」
に
改
め
、
同
表
ス
ト
ッ
プ
ウ
オ
ッ
チ
の
項

中
「
ス
ト
ッ
プ
ウ
オ
ッ
チ
」
を
「
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
」
に
改
め
、
同
表
電
光
掲
示
板
の
項
か

ら
レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
項
ま
で
の
規
定
中
「
八
五
〇
円
」
を
「
八
六
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成３１年３月２２日　岡山県公報　号外



◎
岡
山
県
規
則
第
十
二
号

岡
山
県
笠
岡
陸
上
競
技
場
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
笠
岡
陸
上
競
技
場
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
笠
岡
陸
上
競
技
場
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
岡
山
県
規
則
第
百
十
二
号
）
の
一

第
一
条

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
の
二
の
表
テ
ン
ト
の
項
中
「
八
一
〇
円
」
を
「
八
二
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
陸
上
競
技
用
器

具
の
項
中
「
四
、
四
二
〇
円
」
を
「
四
、
四
九
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
サ
ッ
カ
ー
用
器
具
の
項
及
び

ラ
グ
ビ
ー
用
器
具
の
項
中
「
一
、
〇
二
〇
円
」
を
「
一
、
〇
三
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
放
送
設
備
の

項
中
「
一
、
〇
四
〇
円
」
を
「
一
、
〇
五
〇
円
」
に
改
め
、
別
表
の
三
の
表
記
録
室
・
放
送
室
の
項

中
「
七
三
〇
円
」
を
「
七
四
〇
円
」
に
改
め
る
。

岡
山
県
笠
岡
陸
上
競
技
場
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条別

表
の
二
の
表
テ
ン
ト
の
項
中
「
八
二
〇
円
」
を
「
八
三
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
陸
上
競
技
用
器

具
の
項
中
「
四
、
四
九
〇
円
」
を
「
四
、
五
七
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
サ
ッ
カ
ー
用
器
具
の
項
及
び

ラ
グ
ビ
ー
用
器
具
の
項
中
「
一
、
〇
三
〇
円
」
を
「
一
、
〇
四
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
放
送
設
備
の

項
中
「
一
、
〇
五
〇
円
」
を
「
一
、
〇
六
〇
円
」
に
改
め
、
別
表
の
三
の
表
記
録
室
・
放
送
室
の
項

中
「
七
四
〇
円
」
を
「
七
五
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
同
年
十

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成３１年３月２２日　岡山県公報　号外



◎
岡
山
県
規
則
第
十
三
号

岡
山
県
家
畜
保
健
衛
生
所
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
家
畜
保
健
衛
生
所
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
家
畜
保
健
衛
生
所
条
例
施
行
規
則
（
平
成
六
年
岡
山
県
規
則
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「
二
、
六
三
〇
円
」
を
「
二
、
六
五
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成３１年３月２２日　岡山県公報　号外



◎
岡
山
県
規
則
第
十
四
号

岡
山
県
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
岡
山
県
規
則
第
三
十
四

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

岡
山
県
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
等
徴
収
条
例
施
行
規
則

第
一
条
中
「
岡
山
県
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
」
を
「
岡
山
県
県
営
土
地
改
良
事
業
分

担
金
等
徴
収
条
例
」
に
改
め
る
。

「

、

（

）
」

「

」

第
四
条
中

分
担
金
減
免

徴
収
猶
予
申
請
書

別
記
様
式

を

知
事
が
別
に
定
め
る
申
請
書

に
改
め
る
。

第
五
条
の
前
の
見
出
し
を
「

特
別
徴
収
金
の
徴
収
等

」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
規
定
に
よ

（

）

」

「

」

、「

」

「

」

り

を

知
事
が

に

別
表
第
二
上
欄

を

別
表
第
二
の
一
の
表
の
上
欄
及
び
同
表
の
二
の
表

に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
六
条
を
削
る
。

「

」

「

」

、

第
七
条
第
一
項
中

第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

を

第
六
条
第
五
項
第
一
号
の
知
事
の

に

「
別
表
第
二
」
を
「
別
表
第
二
の
一
の
表
」
に

「
に
よ
り
同
表
下
欄
」
を
「
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同

、

表
の
下
欄
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
」
を
「
第
六
条
第
五
項
第
一

号
の
知
事
が
」
に

「
も
の
と
し
て
承
認
す
る
」
を
「
と
認
め
る
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
法
律

、

の
」
を
「
法
令
の
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
前
各
号
に
定
め
る
」
を
「
前
二
号
に
掲
げ
る
」
に
、

「
や
む
を
え
な
い
」
を
「
や
む
を
得
な
い
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

条
例
第
六
条
第
五
項
第
二
号
の
知
事
が
特
に
納
付
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
場
合
は
、
前
項
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

４

条
例
第
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
徴
収
金
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
知
事
が
別

に
定
め
る
申
請
書
を
当
該
事
業
の
施
行
地
域
を
所
管
す
る
県
民
局
長
を
経
由
し
て
知
事
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
を
第
六
条
と
す
る
。

平成３１年３月２２日　岡山県公報　号外



別
表
第
一
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

土
地
改
良
施
設
突
発
事
故
復
旧
事
業

百
分
の
六
十
。
た
だ
し
、
農
林
水
産
大
臣
が
定

め
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
十
五
分
の
二
十
五

別
表
第
二
中
「
第
七
条
」
を
「
第
六
条
」
に
改
め
、
同
表
の
一
の
表
中
「
農
地
以
外
」
を
「
農
用
地

以
外
」
に

「
特
例
分
担
金
」
を
「
特
別
徴
収
金
」
に
改
め
、
同
表
の
二
の
表
中
「
特
例
分
担
金
」
を

、

「
特
別
徴
収
金
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
別
表
第
一
の
規
定
は
、
平
成
三
十
一
年
度
分
の

分
担
金
か
ら
適
用
す
る
。

平成３１年３月２２日　岡山県公報　号外



◎
岡
山
県
規
則
第
十
五
号

岡
山
県
立
都
市
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
立
都
市
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
立
都
市
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
岡
山
県
規
則
第
二
十
六
号
）
の
一
部

第
一
条

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
ピ
ア
ノ
の
項
中
「
一
、
六
二
〇
円
」
を
「
一
、
六
三
〇
円
」
に
改
め
る
。

岡
山
県
立
都
市
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条別

表
第
一
鶴
鳴
館
の
項
中
「
六
〇
〇
円
」
を
「
六
一
〇
円
」
に
、
「
六
三
〇
円
」
を
「
六
四
〇

円
」
に
、
「
九
四
〇
円
」
を
「
九
五
〇
円
」
に
、
「
五
七
〇
円
」
を
「
五
八
〇
円
」
に
、
「
八
五
〇

円
」
を
「
八
六
〇
円
」
に
、
「
六
九
〇
円
」
を
「
七
〇
〇
円
」
に
、
「
六
八
〇
円
」
を
「
六
九
〇

円
」
に
、
「
一
、
〇
二
〇
円
」
を
「
一
、
〇
三
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
鶴
鳴
館
本
館
の
項
中
「
五
七

〇
円
」
を
「
五
八
〇
円
」
に
、
「
六
八
〇
円
」
を
「
六
九
〇
円
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
陸
上
競
技
場
・
補
助
陸
上
競
技
場
の
項
中
「
三
〇
、
八
五
〇
円
」
を
「
三
一
、
四
二
〇

円
」
に
、
「
六
、
一
七
〇
円
」
を
「
六
、
二
八
〇
円
」
に
、
「
二
、
〇
四
〇
円
」
を
「
二
、
〇
七
〇

円
」
に
、
「
五
、
一
四
〇
円
」
を
「
五
、
二
三
〇
円
」
に
、
「
二
〇
、
五
六
〇
円
」
を
「
二
〇
、
九

四
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
体
育
館
の
項
中
「
八
六
〇
円
」
を
「
八
七
〇
円
」
に
、
「
七
、
二
〇
〇

円
」
を
「
七
、
三
三
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
項
、
レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
の

項
及
び
テ
ン
ト
の
項
中
「
八
六
〇
円
」
を
「
八
七
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
ピ
ア
ノ
の
項
中
「
一
、
六

三
〇
円
」
を
「
一
、
六
六
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
同
年
十

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成３１年３月２２日　岡山県公報　号外



◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
三
号

平
成
二
十
一
年
岡
山
県
告
示
第
百
十
八
号
（
工
作
物
の
設
置
を
目
的
と
し
て
土
地
を
使
用
す
る
場
合

の
使
用
料
の
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

表
の
備
考
第
十
号
中
「
一
・
〇
八
」
を
「
一
・
一
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
使
用
の
許
可
を
受
け
て
い
る
行
政
財
産
で
あ
る
土
地
の
使
用
に
係
る

使
用
料
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
当
該
許
可
に
係
る
付
款
に
使
用

料
に
つ
い
て
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
は
、
当
該
付
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

平成３１年３月２２日　岡山県公報　号外



◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
四
号

岡
山
県
保
健
所
使
用
料
額
（
昭
和
五
十
五
年
岡
山
県
告
示
第
二
百
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
し
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

表
の
二
の
項
中
「
一
・
〇
八
」
を
「
一
・
一
」
に
改
め
る
。

平成３１年３月２２日　岡山県公報　号外



◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
五
号

岡
山
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
使
用
料
額
（
平
成
元
年
岡
山
県
告
示
第
三
百
六
十
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

「
一
・
〇
八
」
を
「
一
・
一
」
に
改
め
る
。

平成３１年３月２２日　岡山県公報　号外



◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
八
号

職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
二
日岡

山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
八
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
第
百
四
条
第
四
項
第
二
号
」
を
「
第
百
四
条
第
七
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
九
号

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
二
日岡

山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第

十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
二
中
「
第
二
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
条
の

二
の
二
と
し
、
第
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
正
規
の
勤
務
時
間
外
の
勤
務
に
係
る
上
限
時
間
等
）

条
例
第
二
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
正
規
の
勤
務
時
間
外
の
時
間
に
勤
務
す
る
こ
と
を
命

第
三
条
の
二

ず
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
は
、
必
要
最
小
限
の
も
の
と
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
時
間
の
範
囲
内
と
す
る
。
た
だ
し
、
複
数
の
所
属
を
兼
務
す
る
職
員
、
一

年
の
中
途
に
お
い
て
勤
務
す
る
所
属
を
異
動
し
た
職
員
及
び
一
年
の
中
途
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
職

員
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

次
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

一
年
に
つ
き
三
百
六
十
時
間
か
つ
一
箇
月
に
つ
き
四
十
五

時
間

二

特
定
業
務
（
他
律
的
業
務
及
び
特
定
の
時
期
に
集
中
し
て
発
生
す
る
業
務
を
い
う

）
の
比
重

。

が
高
い
所
属
に
勤
務
す
る
職
員

一
年
に
つ
き
七
百
二
十
時
間
か
つ
一
箇
月
に
つ
き
百
時
間
未
満

（
た
だ
し
、
一
箇
月
に
つ
き
四
十
五
時
間
を
超
え
て
正
規
の
勤
務
時
間
外
の
時
間
に
勤
務
す
る
こ

と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
月
数
は
、
一
年
に
つ
き
六
月
以
内
に
限
り
、
一
箇
月
ご
と
に
区
分
し

た
各
期
間
に
当
該
各
期
間
の
直
前
の
一
箇
月
、
二
箇
月
、
三
箇
月
、
四
箇
月
及
び
五
箇
月
の
期
間

を
加
え
た
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
に
お
け
る
一
箇
月
当
た
り
の
平
均
時
間
が
八
十
時
間
を
超
え
な
い
範

囲
に
限
る

）
。

、

、

、

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

任
命
権
者
は

大
規
模
な
災
害
へ
の
対
応
そ
の
他
の
県
民
の
生
命

身
体
及
び
財
産
を
保
護
す
る
た
め
に
緊
急
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
業
務
並
び
に
県
政
運
営
上
特
に

重
要
な
業
務
で
あ
つ
て
、
緊
急
に
対
応
す
る
こ
と
が
真
に
や
む
を
得
な
い
と
任
命
権
者
が
認
め
る
業

務
に
従
事
す
る
職
員
に
対
し
て
は
、
同
項
に
定
め
る
時
間
を
超
え
て
正
規
の
勤
務
時
間
外
の
時
間
に

勤
務
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
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３

任
命
権
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
に
対
し
て
正
規
の
勤
務
時
間
外
の
時
間
に
勤
務
す
る
こ

と
を
命
ず
る
場
合
は
、
当
該
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ず
る
時
間
を
必
要
最
小
限
の
も
の
と
し
、
か
つ
、

当
該
職
員
の
健
康
の
確
保
に
最
大
限
の
配
慮
を
す
る
と
と
も
に
、
当
該
勤
務
す
る
こ
と
を
命
じ
た
日

が
属
す
る
年
度
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
以
内
に
、
当
該
勤
務
に
係
る
要
因
の
整
理
及
び

分
析
並
び
に
当
該
勤
務
の
内
容
の
検
証
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
の
三
中
「
第
二
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
四
第
一
項
中
「
第
二
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四

号
中
「
第
三
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三
条
の
二
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
三
条

の
二
第
二
項
」
を
「
第
三
条
の
二
の
二
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
条
の
二
第
一
項
」

を
「
第
二
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
五
中
「
第
二
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
二
条
の
三
第
二
項
」
に
改
め
る
。

「

」

「

」

、「

」

第
三
条
の
六
中

第
二
条
の
二
第
二
項

を

第
二
条
の
三
第
二
項

に

第
二
条
の
二
第
一
項

を
「
第
二
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

「

」

「

」

。

第
三
条
の
七
及
び
第
三
条
の
八
中

第
二
条
の
三
第
一
項

を

第
二
条
の
四
第
一
項

に
改
め
る

「

」

「

」

、「

」

第
三
条
の
九
中

第
二
条
の
三
第
二
項

を

第
二
条
の
四
第
二
項

に

第
二
条
の
三
第
一
項

を
「
第
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後

の
第
三
条
の
二
の
規
定
は
、
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
に
関

す
る
条
例
（
昭
和
四
十
六
年
岡
山
県
条
例
第
六
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
義
務
教
育
諸

学
校
等
の
教
育
職
員
に
対
し
て
は
平
成
三
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改

正
後
の
第
三
条
の
二
第
一
項
第
二
号
中
「
五
箇
月
の
期
間
」
と
あ
る
の
は

「
五
箇
月
の
期
間
（
平

、

成
三
十
一
年
四
月
以
降
の
期
間
に
限
る

」
と
読
み
替
え
て
同
号
の
規
定
を
適
用
す
る
。

。
）
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